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サステナビリティ活動の目指す姿

2050年
サプライチェーンも含めた事業全体でのカーボンニュートラルを達成。
グローバルで、サステナビリティの取り組みをリードし、
Hirataに関わるすべての人の幸福と持続可能な社会の構築に貢献している。

第1Q

•  サステナビリティに 
関する理解

• 検討体制の構築

•  目標や活動計画策定
に向けた前提の 
確認・決定

第2Q

•  各マテリアリティに 
対する外部要求事項な
ども踏まえた目標や 
活動計画の検討

•  上記目標や 
活動計画に対する 
委員会での審議

第3Q

•  各マテリアリティの 
目標や活動計画の 
決定と実現に向けた 
体制の構築

第4Q

•  具体的な活動に向けた 
各部門次年度事業計
画への落とし込み

2030年
グループ全体にサステナビリティの取り組みが浸透し、
事業成長と社会課題を果たしている。
ステークホルダーの期待水準を高いレベルでクリアしている。

2024年
サステナビリティの取り組みについて、 
方向性が定まり、活動ロードマップの策定ができている。 
社内理解が浸透している。

目標と活動計画に 
向けた準備

体制構築および 
実現可能性の検証目標と活動計画の検討 実行フェーズに向けた準備

2023年 目指す姿の実現に向け、5つのワーキンググループが 
マテリアリティへの取り組みを推進している。

Hirataのサステナビリティ


